
農業 , 林業
0.5％

漁業
6.0％

建設業
5.8％

境港市

鳥取県

製造業
37.2％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

運輸業 , 郵便業
4.9％

卸売業 , 小売業
37.3％

医療 ,
福祉
2.3％

サービス業
（他に分類され

ないもの）
2.3％

複合サービス業電気・ガス・熱供給・水道業情報通信業鉱業、採石業、砂利採取業（境港市：０％）

不動産業 ,
物品賃貸業

0.5％

学術研究 ,
専門・技術
サービス業

0.4％

宿泊業 ,
飲食

サービス業
0.9％

生活関連
サービス業 ,
娯楽業
0.3％

教育 ,
学習支援業

0.1％

金融業 ,
保険業
0.１％

全国

産業大分類別に見た売上高（企業単位）の構成比
( 出典 ) 総務省・経済産業省「経済センサスー活動調査 2016 年（H28）」

産業別就業者数（出典：国勢調査 2015 年（H27））

（単位：人）
総数 第１次産業 （農業） （林業） （漁業） 第２次産業 第３次産業 分類不能

本市　　　　　　　 16,507 667 （375） （5） （287） 4,244 11,231 365
割合① 4.04％ 2.27％ 0.03％ 1.74％ 25.71％ 68.04％ 2.21％
県計　　　　　　  280,925 24,671 22,684 880 1,107 61,107 186,483 8,664
割合➁ 8.78％ 8.07％ 0.31％ 0.39％ 21.75％ 66.38％ 3.08％
①―② -4.74％ -5.80％ -0.28％ 1.34％ 3.96％ 1.66％ -0.87％

　水産業は境港市の基幹産業です。「境漁港」は全国約３千ある漁港のうち 13 港だけが指
定される特定第三種漁港となっています。2020 年（R2 年）の水揚げ量は 98,289トン（全
国５位）、水揚げ金額は 182 億円（全国 6 位）で日本有数の漁港です。代表的な水産物は、
マイワシ、アジ、紅ズワイガニ、クロマグロですが、特に、紅ズワイガニや生のクロマグロは、
水揚げ量日本トップクラスを誇ります。
　第２次産業では製造業の比率が高くなっています。第３次産業では卸売業・小売業の比
率が高く、商業都市の性格を表しているものの、金融業・保険業、不動産業・物品賃貸業、
宿泊業、飲食サービス業、生活関連サービス業・娯楽業などの比率が相対的に低く、広義
の都市的サービス産業の蓄積が薄いといえます。

　産業別就業者数は、2015 年（H27 年）国勢調査によると16,507 人、このうち第１次産
業就業者は 667 人、第２次産業就業者は 4,244 人、第３次産業就業者は 11,231 人となっ
ており、第３次産業就業者が７割近くを占めています。第１次産業就業者のうち、「農業」
が 375 人、「漁業」が 287 人となっていますが、生産金額を比較すると、2017 年（H29 年）
の水産物水揚金額は 205.7 億円、農業産出額（推計）は 17.8 億円と漁業が圧倒的に高くなっ
ています。
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10.2%

10.1%
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15.1%

18.1%

14.9%

18.8%

31.8%

27.8%

17.3%

23.9%

33.5%

33.5%

22.9%

26.1%

21.6%

19.8%

11.2%

14.2%

18.4%

11.0%
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19.9%
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19.0%
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8.2%

16.3%

11.4%

38.4%

46.0%

15.1%

20.6%

4.1%

5.5%

2.6%

2.9%

2.2%

2.6%

6.2%

5.7%

1.4%

1.6%

5.9%

6.1%

8.3%

10.3%

2.7%

1.9%

4.9%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

農業，林業（男）

農業，林業（女）

漁業（男）

漁業（女）

建設業（男）

建設業（女）

製造業（男）

製造業（女）

運輸業，郵便業（男）

運輸業，郵便業（女）

卸売業，小売業（男）

卸売業，小売業（女）

金融業，保険業（男）

金融業，保険業（女）

宿泊業，飲食サービス業（男）

宿泊業，飲食サービス業（女）

生活関連サービス業，娯楽業（男）

生活関連サービス業，娯楽業（女）

教育，学習支援業（男）

教育，学習支援業（女）

医療，福祉（男）

医療，福祉（女）

15～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

年齢階級別産業人口（出典：国勢調査 2015 年（H27））

　また、2015 年（H27 年）国勢調査による男女別年齢階級別の産業人口においては、「農業」
は男女とも60 歳以上が７割以上を占めており、「漁業」も50 歳以上が５割以上を占めてい
ます。
　15~39 歳では「宿泊業、飲食サービス業」の男性が 42.7％で最も高い割合を占めていおり、
40 歳以上 60 歳未満では「教育、学習支援業」の男性が 55.4％、女性が 55.5％でともに最
も高い割合を占めています。・
　また、外国人技能実習生（2021 年（R3 年）9 月時点で 181 人であり、境港市に居住し
ている外国人の 39.3％）が多く、産業の重要な担い手となりつつあります。

　次頁の男女別産業人口においては、男性は「製造業」が最も多く、次いで「卸売業、小売業」、
「公務」となっています。女性では「医療・福祉」が最も多く、次いで「製造業」、「卸売業、
小売業」となっています。男女別に特化係数（産業別構成比を全国の構成比と比較したもの）
を見ると、「漁業」において男性が 7.5、女性が 4.7と男女とも最も高く、大きな特徴となっ
ています。
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産業人口（人）

7.5

1,5311,516
1,4091,456

1,661

1,261

4.7

特化係数

1.8

3.2

産業中分類別統計表（従業員 4 人以上の事業所）（出典：2018 年（H30 年）度工業統計調査 確報集計結果）
※個々の報告者の秘密が漏れるおそれがある場合には、該当箇所を「X」として秘匿してある。

男女別産業人口（出典：国勢調査 2015 年（H27））

　第２次産業で最も比率の高い製造業については、2018 年（H30 年）工業統計調査によると、
境港市内の事業所数は 72 社、従業員数は 3,220 人ですが、このうち食料品製造業が 45 社、
従業員数は 2,265 人となっており、製造品出荷額等合計の７割以上を占めています。また、
食料品製造業においては、水産食料品分野が製造品出荷額等全体の半分以上を占め、主要
産業と位置付けられています。
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工業地

畑 ( 都市計画基礎調査 H29）

農業振興地域界
( 都市計画基礎調査 H29）

田 ( 都市計画基礎調査 H29）

観光スポット
ターミナル

再生可能エネルギー施設

三光ウエスト
バイオマス工場

FAZ 倉庫太陽光発電所

竹内西緑地太陽光発電所

境港中野太陽光発電所
日新バイオマス発電所

境港

境漁港

境夢みなとターミナル

国際物流ターミナル

国際コンテナターミナル

境港水産物地方卸売市場

夢みなとタワー

海とくらしの
史料館水木しげる

記念館水木しげる
ロード

境港フェリーターミナル

米子
鬼太郎
空港

・農地・工業地・産業関連施設状況

　農業は野菜の産出額が多く、主要作物は白ネギや里イモになります。2008 年（H20 年）
には、（一財）境港市農業公社によって、遊休農地対策と地場産業振興の一環として、伯
州綿の復活を目指す取り組みが始動してます。
　また、市中央部の農地の貯水機能は防災空間としての機能もあります。
　再生可能エネルギー関連では、地球温暖化対策として脱炭素社会の構築に向け、既存建
物の屋根や緑地、施設跡地を有効利用した太陽光発電や、港の機能を活用した木質バイオ
マス発電事業などが進められています。
　観光では、全国的な知名度を誇る「水木しげるロード」の観光客数が、2018 年（H30
年）7 月のリニューアルにより増加し、2019 年（R1 年）では年間約 300 万人（前年比
109.7％）となっています。
　夢みなとタワーの観光客は 2019 年（R1 年）では年間約 53 万人（前年比 89.8％）と減
少しており、竹内工業団地南地区の賑わいづくりが課題ですが、2020 年度（R2 年度）の
境夢みなとターミナル供用開始後は、クルーズ客船の寄港回数の増加により、さらなる交
流人口の拡大が期待されています。
　また、米子鬼太郎空港への国際定期便の就航などにより、今後、境港市を訪れる外国人
観光客は増加が見込まれます。　
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（１）施設分布
①公共施設等
　公共施設等（市役所、市営住宅、地域子育て支援センター、幼稚園、保育園、警察署、
消防署、公民館・集会所）は、市街地に沿って市全域に分布しています。
　市営住宅は５施設、地域子育て支援センターは２施設あり、幼稚園、保育園は 15 施設
あります。
　学校施設は、市立小学校が６校（境・上道・余子・中浜・外江・渡）、市立中学校が３校（第一・
第二・第三）あります。社会教育施設は、７つの公民館と３つの学習等供用施設を含む 33
の集会所が設置されています。

地区別区域線

公民館、集会所

市役所、市営住宅、
地域子育て支援センター
幼稚園 ·保育園
警察署
消防署
小中学校　

市街化区域

境地区

上道地区

余子地区

中浜地区

渡地区

外江地区

誠道地区

境小学校

上道小学校

余子小学校

旧誠道小学校

中浜小学校

外江小学校

渡小学校

・公共施設等配置 20
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②店舗、商業施設
　店舗、商業施設としてのスーパーマーケットは各地区に１～２店舗、コンビニエンスス
トアは各地区に１～４店舗あります。
　高齢者の徒歩圏が 500m、一般的な徒歩圏が 800 ｍ程度（出典：国土交通省「都市構造
の評価に関するハンドブック」における設定）として分布状況を見ると、各地区内で徒歩
で買い物に行くには距離がある市街地があることが想定されます。
　また、社会的弱者、中でも高齢者、障がい者、児童、女性等になると、さらに徒歩圏は
小さくなると考えられ、徒歩での買い物が不便な市街地が想定されます。
　

コンビニエンスストア

地区別区域線
スーパーマーケット

市街化区域

境地区

上道地区

余子地区

中浜地区

渡地区

外江地区

誠道地区

・店舗、商業施設配置21



③医療施設
　医療機関は、市内には公立病院はなく、済生会境港総合病院がその中核を担っており、
その他、中規模・小規模の病院があります。医療施設は各地区にあるものの、境地区に集
中しています。41 の医療施設のうち、小児科のある医療施設は６施設、眼科・耳鼻咽喉
科がある医療施設は５施設、歯科のある医療施設が 11 施設となっています。その他の医
療施設（内科、整形外科等）は 21 施設となっています（このうち鳥取県済生会境港総合
病院には小児科、眼科・耳鼻咽喉科、内科、整形外科等があります）。
　１次救急は、境港日曜休日応急診療所、２次救急は鳥取県済生会境港総合病院が該当し
ています。また、３次救急は鳥取大学医学部附属病院・救命救急センター ( 米子市）が該当
しています。

その他の医療施設等

小児科
眼科・耳鼻咽喉科
歯科

地区別区域線
市街化区域

境地区

上道地区

余子地区

中浜地区

渡地区

外江地区

誠道地区

境港日曜休日応急診療所
（1次救急）
（内科・小児科）

鳥取県済生会境港総合病院
（2次救急）

 医療施設配置 22



④文化・社会教育施設
　境地区に、海とくらしの史料館、渡地区に渡体育館、境港市営竜ヶ山球場、中浜地区に
境港市営竜ヶ山陸上競技場、境港市民スポーツ広場、幸神体育館、上道地区に境港市民交
流センター、境港市民体育館、境港市民温水プールなどの文化・社会教育施設が集中して
います。
　現在、高等教育機関（大学、高等専門学校、専門学校（専門課程を置く専修学校））、博
物館、美術館、娯楽施設等は境港市内になく、これらの施設に関しては米子市等に頼って
いる状況です。

文化施設
社会教育施設
地区別区域線
市街化区域

境地区
上道地区

余子地区

中浜地区

渡地区

外江地区

誠道地区

海とくらしの史料館

境港市民図書館境港市民交流センター

境港市民テニス場中央コート
境港市文化ホール
境港市民温水プール
境港第二市民体育館

境港市民体育館

境港市営竜ヶ山球場

渡体育館

境港市営竜ヶ山陸上競技場
境港市民スポーツ広場

幸神体育館

・文化・社会教育施設配置23



（２）生活道路
　市全域では、道路延長（道路幅員別）は、４ｍ以下は 31.6％（幅員 1.8 ～ 2.7 ｍ：
11.5％、幅員４ｍ以上 68.4％）となっています。地区別では、外江地区、余子地区で幅員
４ｍ以下の割合が高いですが、その他の地区では幅員４ｍ以上が６割以上となっています。

11.5%

9.6%

11.8%

3.6%

13.4%

21.9%

3.4%

12.7%

20.1%

25.2%

32.4%

15.4%

26.7%

25.9%

3.5%

10.6%

24.8%

28.9%

26.2%

14.4%

24.0%

19.3%

23.6%

38.9%

17.3%

16.9%

12.0%

20.9%

10.6%

14.3%

56.4%

19.1%

6.8%

7.8%

4.7%

12.6%

0.5%

4.1%

3.1%

4.7%

19.5%

11.5%

12.9%

33.2%

24.8%

14.4%

10.0%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市全域

渡地区

外江地区

境地区

上道地区

余子地区

誠道地区

中浜地区

幅員1.8～2.7m 幅員2.7～4.0ｍ 幅員4.0～6.0ｍ 幅員6.0～9.0ｍ 幅員9.0～12.0ｍ 幅員12ｍ～

地区別区域線
1.8 ～ 2.7ｍ
2.7 ～ 4.0ｍ
4.0 ～ 6.0ｍ
6.0 ～ 9.0ｍ
9.0 ～ 12.0ｍ
12.0ｍ以上

市街化区域

境地区

上道地区

余子地区

渡地区

外江地区

誠道地区

中浜地区

・市内の道路幅員状況

地区別道路延長
（道路幅員別）

出典：「広島大
学田中研究室と
東 京 大 学 空 間
情報科学研究セ
ンターの共同研
究 成 果 を 参 考
にした作成デー
タ2020 年 」 を
用いた図上計測

（基盤地図［国
土地理院］を使
用）
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鉄道利用圏
（駅より半径５００ｍ）

地区別区域線

バス利用圏
（バス停より半径１５０ｍ）

JR 境線
バス路線

境地区

上道地区

米子駅

余子地区

中浜地区

渡地区

外江地区

誠道地区

七類港松江、出雲

（３）公共交通
　公共交通に関しては、一般的なバスの利用圏（バス停より半径 300 ｍ）、鉄道の利用圏（駅
より半径 500 ｍ）のエリアは、バス・JR 両方の利用圏で、市内を充分にカバーしていま
す。しかしながら、社会的弱者 ( 高齢者、児童、障がい者等）のバスの利用を考慮し、バ
ス停より半径150ｍのエリアで見ると、市内にはカバーできていないエリアがあります（下
図参照）。
・　ワークショップやアンケートでもバスが利用しにくいという意見が挙がっています。そ
れに関して運行状況からみると、次のことが指摘できます。
　１．・市内巡回路線ははまるーぷバスの２コース左回り・右回り計４路線ですが、いずれ

も１日の運行便数が９便にとどまっています。
　２．・主要路線バスのいずれも平均運行間隔が約１時間と待ち時間が長くなっています。
　３．・JR 境港駅との関係から見ると、JR の駅到着時刻とバスの出発時刻が合っていない

ため、JR とバスとの結節機能が十分ではありません。

 公共交通の利用圏25



（４）公園・緑地
　本市には、街区公園や近隣公園、運動公園などの都市公園のほか、港湾緑地や自治会所
有の広場など、都市公園以外にもさまざまな公園・緑地があります。
　都市公園の市民一人当たりの敷地面積は、国の基準を参考にして条例で定めた標準の面
積 10㎡ / 人を概ね満たし、都市公園と港湾緑地を合わせた敷地面積においては、約 20㎡
/ 人が確保されています。
　しかし、地区ごとに見た公園配置には偏りがみられ、特に身近な公園（街区公園）の配
置のバランスがとれていない状況にあり、遊具や運動施設などの機能充実とともに、新た
な公園整備のニーズも高まっています。

（※）住区基幹公園における誘致距離標準（平成 15 年 3 月 28 日廃止）
　　　街区公園：250 ｍ
　　　近隣公園：500 ｍ

街区公園より
半径 250ｍの
エリア

地区別区域線
都市公園
港湾緑地

都市公園 ( 街区公
園以外）より半径
500ｍのエリア
港湾緑地、その他
の公園より半径
500ｍのエリア

境地区

上道地区

余子地区

中浜地区

渡地区

外江地区

誠道地区

 公園・緑地の利用圏 26



（５）防災
　境港市は特殊な土地条件により、土砂災害等の危険性はないものの、震災対策、津波災
害対策、風水害対策、雪害対策、大規模事故対策、原子力災害対策など様々な災害に対し
ての対策が必要ですが、これらについては地域防災計画（2021 年（R3 年）修正）により
整理されています。
　都市防災としては、大地震等に関連して発生する恐れのある火災の延焼を防ぐことが重要
となります。幅員６ｍ以上の道路網である高幅員道路網から半径 140 ｍより遠い区域であ
る消防活動困難区域は、市全体で 5.53㎢ ( 図上計測 )、境港市の全面積 29.11㎢に対しては
11.6％となっています。
　地区別では、余子地区（0.74㎢）、渡地区（0.56㎢）、外江地区（0.52㎢）、中浜地区（3.51㎢）
の消防活動困難区域の面積が大きいですが、各地区とも農地として利用されている区域や、
中浜地区では空港として利用されている区域も多くあります。
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基準水位 1.0ｍ
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基準水位 0.8ｍ基準水位 0.2ｍ

・ 海抜１．６ｍ

・
海抜２．１ｍ

・ 海抜１．９ｍ

・
海抜１．５ｍ

・ 海抜１．８ｍ

・
海抜１．７ｍ

・海抜１．８ｍ

・ 海抜２．６ｍ

・ 海抜２．７ｍ

・ 海抜２．４ｍ

・
海抜２．９ｍ

・ 海抜２．０ｍ

・
海抜２．７ｍ

・ 海抜２．８ｍ

・ 海抜３．２ｍ

・ 海抜４．３ｍ

・ 海抜３．７ｍ

・海抜３．３ｍ

・ 海抜３．４ｍ

・ 海抜４．３ｍ

・ 海抜５．２ｍ

・ 海抜５．０ｍ

・ 海抜２．３ｍ

・ 海抜２．６ｍ

・海抜１．９ｍ

・海抜２．６ｍ

・ 海抜２．４ｍ

・ 海抜２．８ｍ

・ 海抜２．９ｍ

・ 海抜２．８ｍ

・ 海抜４．１ｍ
・ 海抜２．９ｍ

・ 海抜３．２ｍ

・ 海抜３．２ｍ

・ 海抜２．４ｍ

・ 海抜３．６ｍ

・ 海抜４．４ｍ

・ 海抜３．３ｍ

・ 海抜２．８ｍ

＜境港市津波・洪水ハザードマップ＞

洪  水津  波
家族の避難場所を記載しておこう！

3.0m以上  ー  5.0m未満
浸水深（m）

1.0m以上  ー  3.0m未満
0.5m以上  ー  1.0m未満
0.3m以上  ー  0.5m未満
0.3m未満

鳥取沖西部＋東部断層
（F５５断層）佐渡島北方沖断層津波断層モデル

＜津波想定の概要＞＜津波想定の概要＞

※上記２地点を震源とする津波を検討し、佐渡島北方沖断層に
　よる津波の浸水想定区域図となっています。

※自宅及び勤務先等の近くの避難所を確認しておきましょう。※自宅及び勤務先等の近くの避難所を確認しておきましょう。

津  波
浸水想定区域図

洪  水
浸水想定区域図

～津波警報などが発表されたら～
◆強い揺れや長時間の揺れを感じたときや津波
　注意報等が発表されたときは、直ちに海岸か
　ら離れてください。
◆津波は繰り返しやってきます。津波警報など
　が解除されるまで、避難等を継続してください。
◆正しい情報を入手してください。（防災行政無
　線、テレビ、ラジオ、ホームページなど）

津波災害警戒区域（イエローゾーン）とは
最大クラスの津波が発生した場合に、住民などの生命・
身体に危害が生ずる恐れがある区域として都道府県知事
が指定するもの。あわせて、津波の建築物等への衝突に
よるせき上げ高を考慮した「基準水位」も公表しています。
境港市は、「津波浸水想定区域（着色のある地域）」＝「津
波災害警戒区域（イエローゾーン）」に指定されています。

【留意事項】
※「津波浸水想定」

は、鳥取県地震
防 災 調 査 研 究
委員会の津波浸
水想定部会にお
いて示されたも
のであり、津波
防災地域づくり
に関する法律に
基づいて設定さ
れたものです。

※「津波浸水想定」
は、最大クラス
の津波が悪条件
下において発生
した場合におけ
る浸水域と浸水
深を想定したも
ので、避難を中
心とした津波防
災対策を進める
ためのものであ
り、津波による
災害や被害の発
生範囲を決定す
るものではありま
せん。

基準水位
基準水位は、津波浸水想定の浸水深に、津波が
建物等に衝突した際のせき上げ高を加えた水位で
す。なお、基準水位は津波浸水想定における浸水
深と同様、地盤面からの高さ（水深）で表示します。

＜災害時市役所電話番号＞
◆自治防災課４７－１０７１

（休日・夜間：市役所代表４４－２１１１）
＜防災行政無線テレフォンサービス＞
◆０１２０－４４５－０４０（フリーダイヤル）
※あんしんトリピーメール（登録制メール）、
   あんしんトリピーなび（防災アプリ）もご利用ください。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

番号 津波 洪水 AED 24h施　設　名

境公民館
境小学校

台場公園高台
流通会館

境港港湾合同庁舎
共和水産㈱

境港海陸運送㈱
みなとさかい交流館

鳥取県済生会境港総合病院
鳥取県済生会地域ケアセンター

市場医院
いきいきケアホーム境港

美哉幼稚園
県営弥生団地1・2・3

堀田石油㈱ 本社
第一中学校
上道小学校
境高等学校

新さかい幸朋苑
元町病院

介護老人保健施設花の里
ダイソー境港店

境港市役所
県営上道団地

25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48

番号 津波 洪水施　設　名

市営上道団地
上道公民館
渡公民館
渡小学校

リサイクルセンター
親水公園高台
市営渡団地

ビレッジハウス境港第三
高尾山分屯基地渡宿舎
鳥取西部農協境港支所
山陰アシックス工業㈱

県営住宅渡団地
外江公民館
第三中学校
外江小学校

市営外江団地
県営外江団地2・4

境港総合技術高等学校
第二中学校
余子小学校
文化ホール

清掃センター
県営美保団地

合同宿舎美保住宅

49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72

番号 津波 洪水施　設　名

㈱上組境港物流センター
フジッコフーズ㈱
県営住宅高松団地

余子公民館
市民体育館
誠道公民館

旧誠道小学校
さかい幸朋苑

市営第二夕顔団地①
市営第二夕顔団地②
合同宿舎誠道住宅

県営誠道団地
市営夕顔団地
中浜公民館
中浜小学校
市民の森

中浜サントピア
竜ヶ山公園

ホテルエリアワン境港マリーナ
中浜ケアパートナーズ

下水道センター
米子空港ターミナルビル

小篠津町宿舎
県営夕日ヶ丘団地

※あくまでも想定ですので、無色の地域でも浸水したり、着色のある地域でも
　想定以上の浸水深になる場合がありえます。
※あくまでも想定ですので、無色の地域でも浸水したり、着色のある地域でも
　想定以上の浸水深になる場合がありえます。

（令和 3 年 3 月作成）（令和 3 年 3 月作成）

津波

津波災害警戒区域（イエローゾーン）

地盤高

基準水位

津波に対して安全
な高さが明確化
避難施設の効率的
な確保が可能に

AED 24h AED 24h

指定緊急避難場所（津波・洪水・AED設置有無・24h避難可否）指定緊急避難場所（津波・洪水・AED設置有無・24h避難可否）

●警戒レベルは、１～５の順番で
発令されるとは限りません。

●危険な場所にいる時は、避難す
ることが原則です。

●普段から避難先や備蓄品等を
確認しておきましょう。

●自分や家族の防災行動（マイタイ
ムライン）を確認しておきましょう。

避難
情報

（警戒レベル）
早めの避難
行動を！

災害への
意識を高
めよう。

災害へ備え、
自分の避難
行動を確認
しておこう。

避難行動に時間がかかる高
齢者や障がいのある人等や
その支援者は、避難をはじめ
よう。そのほ
かの人は、
避難の準備
をしておこう。

速やかに避難しよう。避難す
ることが危険だと思われる場
合は、近隣の安全な場所や
建物内で、
より安全な
部屋に避難
しよう。

既に災害が発生
　しています。
命を守る最善の
行動をとろう！！

高齢者等は
避難開始

全員
避難開始

警戒レベル⑤警戒レベル④
【避難勧告・避難指示（緊急）】

警戒レベル③

危険度 小 危険度 大

警戒レベル②警戒レベル①
【避難準備・高齢者等避難開始】

避難方向

　 は24時間避難が
可能なところです。
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（６）空き地・空き家
　アンケート『まちづくりに関する 100 の質問』（有効回収部数 1,164 部 ( 郵送配布 3,000
部 )、回収率 38.8％）において、「空き地・空き家の有効活用への取り組みがすすんでいる」
という設問に対し、以下のような結果となりました。
　最も多い意見は、満足度においては「５・不満」、重要度においては「１・重要」となって
おり、空き家・空き地の有効活用への取り組みは進んでいないが、重要だと考えている市
民が多いことがわかります。
　また、2020 年度（R2 年度）に空き家の所有者等にアンケート調査を実施しました (576・
件分に送付し、うち 406 件分から回答がありました（回収率 70.4％））。アンケート結果
を踏まえ、庁内に設置した空家等対策プロジェクトチームで検討を行い、希望の多かった
空き家の除却費用と利活用費用の補助金の運用を 2021 年度（R3・年度）より開始し、一
定数の除却（解体）・や利活用が進んできています。

１
10
50
100
200
300

「空き地・空き家の有効利用への取り組みが進んでいる」という設問に対して
重要であり、不満であるという意見が多い

６：わからない

重要

満足

重要
でない

０：回答無
６：わからない不満

・「空き地・空き家の有効利用への取り組みが進んでいる」という設問のアンケート結果整理

28


	第２章-2



